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場　所：鴻神社（本宮町）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和3年（1928）
材　質：安山岩

直線的なデザインが特徴的である。

１６

場　所：赤城神社（赤城）
製作者：不明
製作年：大正11年（1922）
材　質：不明

華美な装飾が無く、子獅子も毬も無いシンプル
なデザインの作品。
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場　所：天満宮（境）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和9年（1934）
材　質：安山岩

欠損しているが、呍像の足下には子獅子が居た
と思われる。

１１

場　所：八幡神社（人形町）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和3年（1928）
材　質：安山岩

同年製作の鴻神社の像に似ている。

２１

場　所：久伊豆神社（屈巣）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和15年（1940）
材　質：花崗岩

伊藤群鴻の中ではデザインの異なる作品

１２

場　所：氷川神社（下谷）
製作者：原田石材
製作年：平成18年（2006）
材　質：花崗岩

大きく見開かれた眼が特徴的。

２９

場　所：久伊豆神社（北根）
製作者：伊藤群鴻
製作年：昭和16年（1941）
材　質：安山岩

阿吽や子獅子と毬の組合せが一連の作品とは
逆になっている。

９

場　所：氷川神社（滝馬室）
製作者：柿沼群保
製作年：昭和9年（1934）
材　質：安山岩

吽像の前脚にじゃれつく子獅子が愛らしい。

２３

場　所：愛宕神社（原馬室）
製作者：柿沼群鳳
製作年：昭和14年（1917）
材　質：安山岩

中腰になる造形は、どことなく久伊豆神社（郷
地）に似ている。

２4

場　所：野宮神社（原馬室）
製作者：柿沼群保
製作年：昭和11年（1936）
材　質：安山岩

氷川神社（滝馬室）と比べると、こちらは子獅
子がお行儀良く座っている。

２5

場　所：八幡神社（鎌塚）
製作者：柿沼群凰
製作年：昭和16年（1941）
材　質：安山岩

子獅子が身構えていて、親がそれを押さえてい
るようにも見える。

６

場　所：山神社（北新宿）
製作者：不明
製作年：平成27年（2015）
材　質：花崗岩

市内最新の狛犬。
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場　所：宮登神社（宮前）
製作者：柿沼群鳳
製作年：昭和27年（1952）
材　質：安山岩

群の名を持つ石工では最後の作品。子獅子と
毬の組合せが逆になる。

１5

大正～昭和 －石工の活躍－

道具の進歩により、より硬い石材でも加工できるようになった。表面の仕上げも滑らかである。平 成

場　所：鷺栖神社（広田）
製作者：石川意至
製作年：大正7年（1918）
材　質：安山岩

直線的な顎の作りが特徴的。両方とも子獅子
で、吽像の子獅子は暴れているように見える。

１０

石川意至：加須市を中心に作品が残る石工。
鴻巣市内では川里地区に１対が残る。

場　所：氷川神社（上谷）
製作者：伊藤三郎
製作年：昭和26年（1951）
材　質：安山岩 透かし彫りのような毬の細工が素晴らしい。

２8

伊藤三郎：風化が激しく、伊藤のみ判読でき
たが、こうのとり大学の調査で伊藤三郎と判
読されている。

場　所：八幡神社（安養寺）
製作者：秋谷石店（秋谷波吉）
製作年：昭和4年（1929）
材　質：安山岩 両方とも子獅子が組み合わされるが、親子で阿吽が逆になる。

１4

秋谷波吉：石像には秋谷石店とあるが、制作時期等か
ら秋谷波吉とわかる。狛犬のほか、石灯籠等が市内各所
に残る。埼玉県を代表する詩人、秋谷 豊の実父である。

場　所：吹上神社（吹上本町）
製作者：富田 章
製作年：昭和38年（1963）
材　質：花崗岩 動きは静かだが、大きく口を開いた阿像に圧倒される。
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富田 章：小鹿野町の石工である。現在、同
地区には富田石材店があるので、その関係者
と思われるが、詳細は確認できなかった。

場　所：氷川神社（大芦）
製作者：中村石材店
製作年：昭和15年（1940）
材　質：花崗岩 全体的に筋肉質な体の表現が特徴的。

２

中村石材店：熊谷市上熊谷の国道407号沿
いにあった石材店である。吹上地区に１対が
確認できる。

大正～昭和 －石工の活躍－
　　「群」の名を持つ石工の他にも、５名の石工の作品が各1対確認できる。また、石工の名前が確認できない狛犬１対も本項に含めて紹介する。
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